
　人
間
も
動
物
も
生
き

物
で
あ
る
た
め
、
時
間
の

経
過
と
共
に
身
体
も
汚
れ

て
き
ま
す
。
特
に
老
犬
で

は
、
寝
た
き
り
や
徘
徊
が

原
因
で
、
糞
尿
に
よ
る
不

潔
な
汚
れ
が
皮
膚
疾
患
を

悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、シ
ャ
ン
プ
ー
で
清
潔

な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。し
か
し
、
老
犬

は
高
齢
化
に
伴
い
足
腰
が

弱
り
、
体
力
面
や
何
ら
か

の
障
害
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
た
め
、シ
ャ
ン

プ
ー
の
際
は
、た
か
が
シ
ャ

ン
プ
ー
と
決
し
て
侮
る
こ

と
な
く
、
身
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
方
法
を
選
ぶ
こ

と
も
大
切
で
す
。

　犬
の
ト
リ
ミ
ン
グ（
美

容
）は
、
大
き
く
シ
ャ
ン

プ
ー
と
カ
ッ
ト
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
老
犬
の
場
合
、

人
間
の
介
護
で
言
う
と
、

シ
ャ
ン
プ
ー
は
入
浴
介
助

に
相
当
す
る
か
と
思
い
ま

す
。ま
た
、カ
ッ
ト
は
見
た

目（
デ
ザ
イ
ン
性
）の
美
し

さ
よ
り
も
、
皮
膚
疾
患
な

ど
病
気
の
面
と
排
泄
介
助

と
の
兼
ね
合
い
か
ら
清
潔

に
保
つ
と
い
う
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
ま
す
。
何
よ

り「
手
早
く
、
安
全
に
」を

モ
ッ
ト
ー
に
動
物
介
護
の

中
で
も
高
い
ス
キ
ル
、
経

験
を
要
す
る
介
助
の
一
つ

と
考
え
ま
す
。

　老
犬
が
シ
ャ
ン
プ
ー
を

嫌
が
る
原
因
と
し
て
、
足

腰
が
弱
り
立
っ
て
い
る
の

が
辛
い
、
運
動
器
の
疾
患

に
よ
り
痛
み
が
あ
る
た
め

身
体
を
触
ら
れ
る
の
を
嫌

う
、呼
吸
器
疾
患
が
あ
り
、

お
風
呂
の
湯
気
や
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の
熱
が
苦
し
い
、
若

い
頃
よ
り
頑
固
に
な
る
、

環
境
の
変
化
へ
の
順
応
性

が
弱
ま
り
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
や
す
く
な
る
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。し
た
が
っ

て
、
自
宅
に
お
い
て
短
時

間
で
、
飼
い
主
に
洗
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
老
犬
に

と
っ
て
一
番
ス
ト
レ
ス
や
負

担
が
少
な
い
方
法
と
言
え

ま
す
。し
か
し
、
動
物
病

院
併
設
の
サ
ロ
ン
の
よ
う

に
、
体
調
が
急
変
し
た
時

に
対
応
し
て
も
ら
え
る
と

こ
ろ
を
利
用
す
る
の
も
安

心
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　シ
ャ
ン
プ
ー
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
ら
、
当
日
は

シ
ャ
ン
プ
ー
前
の
平
常
な

状
態
を
観
察
し
ま
す
。
寝

た
き
り
の
老
犬
を
シ
ャ
ン

プ
ー
す
る
際
は
、
担
架
代

わ
り
に
厚
め
の
タ
オ
ル
を

利
用
し
、
部
屋
か
ら
浴
室

ま
で
移
動
す
る
際
に
使
用

し
ま
す
。
冬
な
ど
寒
い
時

期
は
、シ
ャ
ン
プ
ー
後
に

乾
か
す
部
屋
も
事
前
に
暖

め
た
り
、シ
ャ
ン
プ
ー
で
身

体
が
冷
え
て
し
ま
っ
た
場

合
の
た
め
に
、
保
温
マ
ッ
ト

も
用
意
し
ま
す
。

　シ
ャ
ン
プ
ー
中
は
老
犬

を
怖
が
り
、
苦
手
と
す
る

ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
多
い
の
で
、

ス
ポ
ン
ジ
を
利
用
し
て
顔

を
洗
っ
た
り
、ベ
ビ
ー
バ
ス

に
お
湯
を
た
め
て
流
し
て

や
る
の
も
負
担
が
少
な
い

方
法
で
す
。
吸
水
性
の
高

い
タ
オ
ル
で
し
っ
か
り
水

分
を
拭
き
取
れ
ば
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の
短
縮
に
な
り
ま

す
。
足
元
は
滑
り
止
め

マ
ッ
ト
を
敷
い
て
足
腰
の

負
担
を
減
ら
し
ま
す
。

　老
犬
を
シ
ャ
ン
プ
ー
す

る
上
で
、
重
要
な
こ
と
は

「
余
裕
を
も
っ
て
や
る
」こ

と
と「
完
璧
を
目
指
さ
な

い
」に
尽
き
ま
す
。シ
ャ
ン

プ
ー
は
、か
な
り
疲
れ
る

も
の
で
す
。で
き
る
だ
け
身

体
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。注
意
す
る
べ
き
ポ
イ
ン

ト
を
お
さ
え
て
、
愛
犬
に

も
気
持
ち
の
良
い
バ
ス
タ
イ

ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
し
た
い
も
の
で
す
。

の
様
子
、
呼
吸
状
態
や
舌

の
色
な
ど
を
常
に
確
認
し

ま
す
。
体
調
が
悪
く
な
っ

た
時
に
は
す
ぐ
に
中
止
で

き
る
よ
う
に
、タ
オ
ル
を
何

枚
か
近
く
に
置
い
て
、す
ぐ

に
お
湯
で
流
せ
る
よ
う
前

も
っ
て
準
備
を
し
ま
す
。さ

ら
に
、シ
ャ
ン
プ
ー
後
も
全

て
の
作
業
が
終
わ
る
ま
で

老
犬
の
様
子
を
注
意
深
く

観
察
し
、呼
吸
状
態
や
歩

行
状
態
、顔
つ
き
な
ど
、変

化
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

　老
犬
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を

す
る
際
に
は
、
先
に
、
耳
、

目
頭
、
足
先
、
肛
門
周
り

な
ど
、
汚
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
部
分
洗
い
し
、で
き

る
だ
け
時
間
を
短
縮
し
ま

す
。
毛
玉
が
ひ
ど
い
時
は

前
も
っ
て
切
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
肌
が
弱
い
の
で
、

低
刺
激
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を

選
び
、お
湯
の
温
度
は
低

め（
36
〜
38
℃
、
冬
場
は

39
℃
く
ら
い
）に
設
定
し

ま
す
。シ
ャ
ワ
ー
の
水
圧

！！広告募集しています！！
0467-61-3979

（
西
鎌
倉
谷
野
眼
科
）

　白
内
障
は
単
な
る
老
化

現
象
で
手
術
に
よ
り
視
力

回
復
で
き
ま
す
が
、
緑
内

障
は
日
本
の
失
明
原
因
第

1
位
で
す
。
2
0
0
0
〜

2
0
0
1
年
に
緑
内
障
疫

学
調
査
が
行
わ
れ
、
40
歳

以
上
の
20
人
に
１
人
が
緑

内
障
で
、
そ
の
う
ち
約
9

割
が
自
身
で
は
緑
内
障
と

気
づ
い
て
い
な
い
潜
在
患

者
で
し
た
。

　視
力
低
下
、
眼
痛
な
ど

の
自
覚
症
状
は
緑
内
障
に

は
現
れ
ま
せ
ん
。
視
野
検

査
で
異
常
が
あ
っ
て
も
周

辺
視
野
が
欠
け
た
く
ら
い

で
は
視
力
は
落
ち
ま
せ
ん
。

　緑
内
障
の
発
症
危
険
因

子
は
①
眼
圧
が
高
い 

②
近

視 

③
家
族
歴
で
す
。
緑
内

障
は
眼
圧
が
異
常
と
な
り
、

眼
底
の
視
神
経
が
壊
れ
て

視
野
が
欠
け
て
い
く
病
気

で
す
。一
度
壊
れ
た
視
神
経

は
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。
日

本
人
は
視
神
経
が
比
較
的

弱
い
の
で
約
９
割
は
眼
圧

が
高
く
な
い
正
常
眼
圧
緑

内
障
で
す
。
近
視
の
方
は

視
神
経
の
構
造
が
弱
く
、

ま
た
家
族
歴
が
あ
る
と
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　現
在
の
緑
内
障
の
治
療

は
眼
圧
を
下
げ
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
だ
け
で
す
。

正
常
眼
圧
緑
内
障
で
も
、

眼
圧
を
20
％
位
下
げ
ま

す
。
そ
れ
で
も
悪
化
す
れ

ば
更
に
下
げ
ま
す
。
点
眼

薬
で
眼
圧
が
十
分
に
下
が

ら
な
い
場
合
は
、レ
ー
ザ
ー

照
射
や
手
術
を
行
い
ま
す

が
、
視
野
は
戻
り
ま
せ
ん
。

　点
眼
治
療
は
1
日
1
〜

2
回
す
る
だ
け
で
す
が
、

緑
内
障
は
症
状
が
な
く
回

復
し
な
い
病
気
で
す
の
で
、

せ
っ
か
く
早
期
発
見
し
て

治
療
を
始
め
て
も
、
1
年

後
に
は
約
４
割
の
方
が
治

療
を
自
己
中
断
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　そ
し
て
、
上
手
に
点
眼

す
る
に
は
、
単
に
上
を
見

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

天
井
を
み
る
ほ
ど
上
体
を

反
ら
す
か
、
仰
向
け
で
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
点

眼
瓶
は
親
指
と
中
指
で
持

ち
、
片
方
の
手
で
下
の
瞼

を
引
き
、
他
方
の
手
で
点

眼
瓶
の
腹
で
は
な
く
、
底

を
人
差
し
指
で
押
す
と
、

き
れ
い
に
1
滴
落
ち
ま
す
。

2
種
以
上
の
点
眼
を
す
る

際
は
5
分
以
上
間
隔
を
あ

け
て
く
だ
さ
い
。
あ
ふ
れ

た
点
眼
液
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
拭
く
と
皮
膚

炎
や
副
作
用
の
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
水
で

濡
ら
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
で
拭
く
か
、
目
を
閉

じ
て
皮
膚
洗
顔
を
し
て
く

だ
さ
い
。
げ
ん
こ
つ
法
や

ア
ッ
カ
ン
べ
ー
法
と
い
う
点

眼
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　緑
内
障
に
な
っ
て
も
治

療
前
と
同
じ
生
活
で
か
ま

い
ま
せ
ん
が
、
タ
バ
コ
は

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
緑
茶

は
普
通
の
量
を
飲
む
に
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
眼
科

で
緑
内
障
治
療
を
さ
れ
て

い
れ
ば
、
ま
ず
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
風
邪
薬
、

睡
眠
薬
、
向
精
神
薬
は
注

意
が
必
要
で
す
の
で
、
使

用
前
に
主
治
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
サ
プ
リ
メ
ン

ト
や
健
康
食
品
は
効
果
も

副
作
用
も
不
明
で
す
の

で
、
自
己
判
断
せ
ず
、
医

師
に
相
談
し
て
か
ら
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　自
覚
症
状
が
な
い
緑
内

障
を
早
期
発
見
す
る
に

は
、
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
人

間
ド
ッ
ク
も
し
く
は
眼
科

専
門
医
に
よ
る
緑
内
障
の

定
期
検
査
が
有
効
で
す
。

近
視
の
人
や
血
縁
者
に
緑

内
障
患
者
の
い
る
方
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

お問い合わせ：市民健康課　TEL：0467-61-3979

　風しんの発生及びまん延の予防を目的とし、特に抗体価の低い世代を対象に抗体検
査・予防接種を無料で実施しています。抗体検査の結果、抗体価が低い方は予防接
種を受けることができます。
対象者には7月頃にクーポン券を送付します。
（令和４年６月に発送した、有効期限が令和５年３月までのクーポン券はお使いいただけません。）

風しんの抗体検査・予防接種を
受けましょう

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日までに生まれた男性対象者

令和６年３月31日までクーポン券の有効期間 ※抗体検査・予防接種は、全国の指定医療機関で受けることができます。
クーポン券は、全国どこでも（住所のある市区町村以外でも）使用できます。

受診の流れ

①クーポン券が手元に届く
対象者には、7月頃にクーポン券を送付します。
お手元に届かない場合や、紛失された場合は、市
民健康課までお問い合わせください。

③検査の結果を聞き、免疫がない場合は予防接種を受ける（無料）
検査結果は、検査を受けたところで確認してください。
風しんの免疫がなかった方（十分な量の抗体がなかった方）は、予防接種を受けて
ください。検査の結果、十分な抗体があった方は、予防接種は不要です。

②抗体検査を受ける（無料）
検査は、健康診断等か、お近くの医療機関
で、採血して行います。結果が分かるまで
に数日かかる場合があります。

鎌
倉
市
医
師
会 

谷
野 

富
彦

白
内
障
と
緑
内
障
は

全
く
違
う
病
気

治
療
は
眼
圧
を

下
げ
て
進
行
を

遅
く
す
る
が
、視
野
は

元
に
戻
ら
な
い

緑
内
障
は
自
分
で
は

見
付
け
ら
れ
な
い

点
眼
治
療
は

意
外
と
難
し
い

日
常
生
活
で
の

注
意
は
？

早
期
発
見
に
は

定
期
検
診

湘南獣医師会 永田 浩之

皮
膚
疾
患
を

防
ぐ
た
め
に

「
清
潔
に
保
つ
」が

大
切

シ
ャ
ン
プ
ー
の

ポ
イ
ン
ト

準
備

注
意
点

シ
ャ
ン
プ
ー
を

上
手
に
行
う
コ
ツ

理
想
は
、楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に

（
の
っ
ぽ
動
物
病
院
）

　鎌倉市では、産後１年未満のママを対象に、「ママとあかちゃんのへや　こころクラス」
という教室を開催し、その中で「お子さんの心を育てるヒント」と、「おうちの方の心を
守るヒント」についてお話しています。
こどもの心を育てるというと、難しく感じるかもしれませんが、特別なことをするわけ
ではありません。その内容を少しご紹介します。

　妊娠、出産、子育ては、ご家族にとって大きな環境の変化の連続です。特に産後は、
忙しい日々に追われることも多いと思いますが、ご自身の心と身体を大切に、安心し
てほっとできる時も作りながら過ごせるよう、ネウボラすくすくのスタッフ一同、応援
しています。誰に相談したらいいんだろう、こんなこと話していいのかな…と思うこと
も、お気軽にご相談ください。

お子さんの心を
育てる・おうちの方の心を

守るヒント♡

「ママとあかちゃんのへや　こころクラス」の開催は、
鎌倉市公式LINEでご案内しています。
ぜひLINE登録、受信設定をお願いします！

お問い合わせ：市民健康課 鎌倉市子育て世代包括支援センター ネウボラすくすく
TEL：0467－61－3944
メール：shikenko-phn@city.kamakura.kanagawa.jp　　　

●こどもの安心感・安全感を育てる●
　おうちの方は、お子さんに「この世の中は安心できる
場所」「人は信頼できること」を伝える役目があります。そ
れは、特別なことでなく、「日差しが温かいね」「おむつを
替えてすっきりしたね」などの、普段のお世話の中での自
然な声掛けやふれあいでよいのです。生まれたばかりの
あかちゃんも、言葉の出始めた幼児さんも、おうちの方
に抱っこされた時のにおいや、声かけ、表情によって、「居
心地がいい」という気持ちが生まれ、それが、お子さんに
とっての安心感や、安全感につながっていきます。

●大人の心を守る●
　ただ、その声かけやふれあいを自然にするためには、する側も安心できる場
所、リラックスできる時間が必要です。教室では、ママに日々の生活を振り返っ
ていただいていて、心の中に今、安心できる「場所」「人」「物」「行動」「考え」など、
「安全基地」をイメージしてもらっています。
　また、頭でイメージするだけでなく、体でも安心感を体感できるよう、「深呼
吸」をおすすめしています。呼吸は自分の意思で自律神経のバランスを調整でき
る貴重な方法です。深く呼吸すると、身体をリラックスさせる副交感神経という
「休息の神経」を活性化させます。副交感神経が活性化すると、ストレスが緩和
され、身体に「リラックスするように」と合図が送られます。
　鼻から1、2、3と吸って、口から1、2、3、4、5と長く息を吐いてみてください。

老犬の
シャンプー

市ホームページ

自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
！

失
明
原
因
の
第
１
位

緑
内
障

り
ょ
く

　 

な
い

　し
ょ
う

て
ん

が
ん
び
ん

③ 第887号（月刊） 2023年（令和5年）6月1日2023年（令和5年）6月1日 ② 第887号（月刊）


